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また神 の御 子 イエ ス ・キ リス トが私 た

ち にひ とつの計画 を与 えて下 さ った と

い う知 識 が ある。 この主 の計画 に よっ

て、私 たち と愛 す る者 たちは、忠実 で

あれば永遠 の生 命 を授 か るので ある。

この永遠 の生 活 は、達 成 と喜 び と発展

に満 ちた、 多忙 な、 目的の あ る生 活 で

あろ う。

あ なた方 は、 この世 にお いて これ ま

で に味 わ った喜 びの 中か ら最 も大 きな

もの を思 い出せ る と思 う。 ところが次

の世 の生 活 は この世 の生 活の延長 で あ

り、 この世 に増 して大 き く、倍加 され

た、 しか も もっ と望 ま しい意 味の深い

事柄 を伴 うの であ る。 この世 の交 わ り

すべて を通 じて、あ なた方 は進 歩 と喜

び と成長 と幸福 を得 て いる。 しか しこ

の世 の生 涯 を閉 じた後私 たちの状態 は、

現世 に似 た もの とな る。 ただ現世 と異

なる点 は、制 限が少 な く、 もっ と光栄

ある、大 きな喜 びが あ るとい うことで

ある。

ジョン ・ヘ ン リー ・ジ ョウェ ッ トは

こう語 って いる。 「祭壇 を築 くこ とは

だれ にで もで きる。 だが、火 を呼 びお

５０

こす ため には神 が必要 で ある。家 を築

くこ ともだれ にで もで きる。 だが、家

庭 をつ くるため に は主 〔と両 親 〕が必

要 で ある司 （『家庭 におけ る神』 、 ジ

ョン ・ヘ ン リー ・ジ ョウ ェッ ト、 Ａ

Ｔｒｅａｓｕｒｙ ｏｆ ｌｎｓｐｉｒａｔｉｏｎ 「インス ピ

レー シ ョンの宝」 、ラ ルフ ・Ｌ ・ウ ッ

ズ編 、 Ｐ．２６０）

あな たが たが これ まで にたび たび耳

に して きた教 会の この基 本 プロ グラム

は 、家庭 を本来 の 目的 を果 たせ る場 と

す る もので あ り、家族 に霊 感 と啓示 を

与 える もの である。 自分 自身の思 いっ

き と能 力にの み頼 って物事 を決め る人

は、非常 に重大 な過 ちを犯 す こ とに な

り、 その影響 ははか り知 れ ない。

あ る人 が言 ってい るよ うに、 「多 く

の 人々 は、学齢 に達 してか ら博 士号 を

得 るまで、ユ６年 ない し２０年間 、 こつ こ

つ と勉 強 を続け る。 そ して医学や工学、

心理 学 、数 学 、社 会学 、生 物学 な ど を

学ぶ。 その ため に研 究や調査 を重 ね 、

クラスに出席 し、授 業料 を払 い、教 師

や教授 の助 け を受 ける。 ところが 、万

物の造 り主 であ り、 すべて の ものの創
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造者 であ る神 につ いて学 ぶ ときには、

祈 りも怠 りが ちで、研 究す る時 間 もき

わめ て限 られ る。 に もかかわ らず、神

につ いての真理 を見出 す こ とがで きる

と考 えてい るの であ る。」

主が私 た ちに、聖典 を調 べ、祈 るよ

うに 命 じられ たの は この理 由 によ る。

主 は言わ れた。 「聖典 を調 べ なさい。

とい うの は、あ なたが たは、聖典 の 中

に永遠 の命 があ る と思 って い るか らで

ある。聖典 は、わ た しにつ いてあか し

をす るもの であ る司 （欽定 訳 ヨハ ネ ５

：３９） また主 は言 ってお られ る。 「あ

あ、愚 かで心の にぶ いため、預 言者 た

ちが説 いたすべ ての事 を信 じられな い

者 たちよ。 キ リス トは必ず 、 これ らの

苦難 を受 けて、 その栄光 に入 るはずで

はなか ったのかｄ （ル カ２４：２５、２６）

パ ウロはコ リン ト入 に次 の ような印

象深 い言葉 を書 き送 って いる。 「兄 弟

たち よ。わ た しもまた、あ なたが たの

所 に行 った とき、神の あか しを宣 べ伝

えるの に、す ぐれ た言葉や知 恵 を用 い

なか った。

なぜ な ら、わ た しは イエ ス ・キ リス

ト、 しか も十字架 につ け られ たキ リス

ト以 外の ことは、あな たがたの問 で は

何 も知 る まい と、決心 したからである。

わた しがあな たがたの所 に行 った時

には、弱 くかつ恐れ 、 ひ ど く不安 であ

った。

そ して、 わた しの言葉 もわた しの盲

教 も、巧 み な知 恵の言葉 によらないで、

霊 と力 との証明 に よったの であ る．

それは、 あなたが たの信仰 が入の知

恵 によ らないで、神 の 力に よる もの と

な るためで あった。

しか しわ た した ちは、円熟 してい る

者 の問 では、知 恵 を語 る。この知恵は、

この世 の者 の知 恵 で はな く、 この世 の

滅 び行 く支配 者 たちの知 恵 で もない。

い ったい、人間の思 いは、その内 に

あ る人間の霊 以外 に、だれ が知 ってい

よ うか。 それ と同 じように神の思い も、

神 の御霊 以 外に は、知 るもの は ないｄ

（１コ リン ト２ ：１－ ６， １１）

またパ ウ ロは こう続 けて いる。 「と



ころが 、わ た した ちが覚 け たの は、 こ

の世 の霊 で はな く、神 からの霊 である。

それ に よって、神 か ら賜 わ った恵み を

悟 るためで あ る。

この賜物 につい て語 るに も、わ た．し

．たちは人間 の知 恵 が教 える言葉 を用 い

ない で 、御霊 の教 え る言葉 を用 い、霊

に よって霊 の こ とを解釈す るのである。

生 れ なが らの人 は、神 の御霊 の賜物

を受 け いれな い。 それ は彼 に は愚 かな

ものだ か らで ある。．また、．御霊 に よっ

て判断 され るべ きで あるか ら、彼 はそ

れ を理 解 す る ことがで きな いｄ （１コ

リン ト２ ：１２－１４）

ヨブは語 ってい る。 「しか し人の う

ちには霊 が あ り、全能者 の息 が人 に悟

りを与 えるｄ （ヨブ３２：８）

「百卒 長 、お よび彼 と一緒 に イ手 ス

の番 を してい た人 々は、地震や 、’いろ

いろので きごとを見 て非常 に恐 れ 、『ま

こ とに、 この 人でま神の子 ℃ あった』 と

言 っ たｄ （マ タイ２７：５４）

あ る時 、ふ た りの人が列車 で旅 を し

なが らキ リス トの すば ら しい生 涯 につ

いて話 し合 っていた。 その うちの ひ と

りが言 った。 ．「イエ ス ・キ リス トにつ

いて扱 った ら、興 味深 い物語 が書 ける

と思 い ますね司

す ると もうひ と りが答 えた。 「それ ．

を書 け るの はあ なただけです よ。 ４エ

スの生涯 と性格 をその まま描 き出 した

らいかが で．す か。 イエ ス ・キ リス トは

神 であ る とい う一般 の観念 を破 って、

人間臭 い人間 と してあ りの ままに描 く

んです よｄ

この話 は実 行 に移 され 、物語 が書 き

上 げ られ た。提言 した人 はイ ン ジャニ

ソール大佐 で 、著 者 はル ー ・ウ ォー レ

ス、 その著 書 は 「ベ ン ・バー」 であ っ

た。

物 語 の筋 を組 み立 てる過程 で 、彼 が

見出 したの は、 イエ スが罪 とは無縁 の

お方 だ とい うことで あ った。 その生 涯

と性格 を調べ れば調べ るほ ど、 イエ ス

はただの 人間 以上 の お方 で あ るとい う

確 信 が深 ま って くるのだ った。 そ して

最後 に、十字架 ㎡ 下の百卒長の ように、

彼 も 「まこ とに、 この 人は神 の子 で あ

った」 と叫 ばずに はい られ な くな った

の であ る。

私 が以前考 えたこ とも感 ．じた こ とも

ない事 柄 を、主 は夢 を通 して人々 に明

らか に して こられ た。 ジ ョー ジ ・Ｆ ・ ’

リチ ャ．一ズが会長 の ときに、十二使徒

評議 員会 の席上 で、私 は一度 な らず こ

の こ とを聞 い た。 リグラ ン ド ・リチ ャ

ー ズ兄弟 の尊 父 であ る リチ ャー ズ会長

は この ように語 った。 「兄 弟 たち、私

は夢 を信 じて い る。主 は私 に幾度 も夢

を見せ て下 さ った。 それは私 に とって、

あ たか も現 実 の ようであ った。 ま た、

国 を飢饅 か ら救 う手段 とな ったべ ロの

夢 や 、故 国 か ら一 行 を率 いて大海 を渡

り、 この約束 の地へ来 るよう告 げ た リ

ーハ イの夢や 、 その他聖典 に記 された

数 々の夢の ように、私 の夢 も神 か らの

ものだ った。

私 たちが大切 な夢 を見 るにふ さわ し

くな い とい うこ とで はない。４０年以上

前 に私 はあ る夢 を見 たが 、それ は主 か

らの ものであ る と私 は確信 してい る。

私 は この夢 の 中で、中空 に立 ってお ら

れ る救 い主の み前 に いた。私 は主 か ら

何 の言葉 も舜 けなか ったが、主 に対 す

る私 の愛 は、筆舌 に尽 くせ ないほ どで

あった。 この世 の人 はだれ も、神 が示

しを与 えたまわ ない限 り、私 が救 い主

に対 して感 じた ような愛 を主 に抱 くこ

とはで きない こ とを私 は承知 してい る。

私 は その ま ま主の み前 に とどま りたか

った。 けれ ども、．あ る力 に よって私 は

主 か ら引 き離 された。

その夢 を見 た結果 、私 は、何 が求 め ．

られ よ うと、福音 が私 に何 を求め よう

と、私 に求 め られ る もの はた とえ命で

も差 し出そ う とい う気持 に駆 られた。

また、 『わ た しの父の家 には、す ま

いが た くさんあ る。…… あ なたがたの

ため に、場所 を用意 しに行 く…… わ た

しの お る所 にあ なたがた もおちせ るた

め であ る』 （ヨハ ネ１４：２， ３） と救 い

い主 が弟子 たち に言 われ たが 、その言

葉 を聖典 で読 んだ ときに もそ うであ っ

た。そ こが私 の いたい と望 んで いた場

所 なのだ と思 う。

救 い主 と一緒 にい るこ とがで き、あ

の夢 の中 で味 わ った．同 じ愛の 気持 を抱

け るならば、それ こそが私の 存在 の 目

標 で あ り、生涯 の望 みなの であ るｄ

ジ ョ』 ジ ・Ｑ ・キ ャノ ン長 老 は、一

時教 会の大管長 会 で働 いた人であるが、

彼 は この ように語 って いる。 「私 は神

が生 きてお られ る こ とを知 って い る。

またイエ スが生 きて お られ るこ とも知

って い る。私 は現 に主 に まみ えたか ら

であ る。 これは神の教会 で あ り、私 た

ちの賄 い主 であ るイエ ス ・キ リス トの

上 に築 かれ てい るこ とを知 って いる。

私 は事実 を知 って い る者 と して、主 イ

エ ス ・キ リス トの使徒 と して あなた方

に証 す る。今 日、主 のみ前 に あっ．てあ

なた方 に証 す るこ とがで き る。主 は現

在 も将 来 にわた って も生 き続 けた もう

。 また主 は争 う者の ない統 治者 として

地上 に来 られ、世 界 を治め られ るで あ

ろ うｄ （１８９６年 １０月総 大会 の説教。

Ｔｈｅ Ｄｅｓｅｆｅｔ Ｗｅｅｋｌｙ 「ザ ・デゼ レ

ト・ウ イー ク リー」 １８９６年 １０月３１日、

第５３巻 、Ｐ．６１０） 、

兄弟姉妹 たち、教 会幹部 はこれ と同

じ証 をもってい る。 そ して それが真実

で ある ことを．知 って い る。彼 らは、天 』

父 か ら遣 わ され た真 の僕 なの であ る。

兄 弟姉妹 たち、私 は．これ らの予 言者

たちの証 に私 の証 を加 えたい。私 は主

が生 きて お られ るこ とを知 って いる。

また、主 に まみ える こ とがで き、王 と

共 にい るこ とが で きるこ とを知 ってい

る。主の戒 め を守 って生活 し、主 に命

じられ 、幹部 の兄弟 たちに促 された事

柄 を行 な うな らば、私 たち はいっ ．も主

のみ そばに とどまるこ とがで き るで あ

ろ う。

私 はあ なた方 にこの証 を残す。主 イ

エ ス ・キ リス トのみ名 に よって、アー

メ ン。

ノ／

つ
ノ
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幼 有 い頃 、私 は父 と手 をつ ないて散

歩 す るの か好 きて した。大 き くてた く

ま し く、 あ たたかい父の手 、小 さな私

の手 をす っほ りと包み こんて しまいそ

って した。 父 はお．自姓 て した。私 は父

の手 を見 る といつ も なせ 父は あの よ

っにた ひたひ瓜 を切 るの か しｂ、 そ し

て時 々 、深 爪 にな る くｂいに短 く切 っ

て しま っの はなせ か しｂと不 思議 に 田

ってい ま した。 て も、一度 た ってその

わけ を尋ね たこ とは あ りません。 たた

しっか りと父の手 につか まって、父 に

つ いて行 きま した。

やか て成長 し 私 は十代 を迎 え ま し

た。祖 母 と 緒 にい た とき、一度祖母

の手 を しっ と見つ め たことかあります。

血管 力浮 き出 て、大 き く節 くれ たった

しわた りけの手 て した。皮 膚 はやつ れ

て、右手 の こか しは左手 の それ よりも

大 き くなって い ま した。 しか し私 は祖

母 と。舌した とき、手の こ とにつ いて は

５２

何 も触 れ ませ んて した。 その とき私 は

ほカの こ とて頭 か一杯 たったの てす。

母 の手 を見つめ る こと も滅 多 にあ りま

せ んて した。

時か た ち、私 は結婚 しま した。私 は

今 て も夫 の手 をよ くと りますか 、その

柔 ｂカ なぬ くもりの中 に 私 はいつ も

夫 の愛 と理 解 ある導 き を感 して きま し

た。

今や 、私 の手 に も しわか 目立っ よっ

に な りま した。神様 の贈物 小 さな

かわ いい赤 ちゃんの手 、そん な手 を し

て いた私 の手 に も赤 ちゃんの世 話 に始

まって、歳 月 と共 に いつ しか しわ力刻

み こまれて きま した。病気 の ときも健

康 の ときも、成 長す る子供 た ちの世 話

を して きた その歳 月か 、手 の しわ とな

って表 われ ているのてす。柔 ｂかな手、

すへす へ した手 、泥ん こまみれ の手、

っるおいの ある手 、 きれい な手 、かわ

い い手 、 よ く働 く手、 きゃ しゃな手 、

元 気の よい千、 よ くお手伝 いをする手

これ か了供 たちの手 てす。

今、私 は 血管 か浮 き出 て大 き く節

くれ たっ た、 しわた ｂけの手 をして い

ます。右 手の こふ しは左手 の それ よ り

も大 き く、膚 はや つれ て荒 れています。

自分の手 を祖 母や母 の手 に置 き換 えて

見 る と、私 たちの手 は皆 同 しよ っな も

の た とい っこ とかわカ ります。 そ して

お互 いに、 と りして こんな に しわた ｂ

け になっ たの か しｂ と尋 ね合 りことは

な いの てす。 たた、 それは時か 番 よ

く教 えて くれ るのた とわカ って、ほ ほ

笑 む たけて しょっ。

月 日か流れ 、私 たちは至上 の愛 と犠

牲 の刻 み こまれた救 い王 のみ手 を仰 く

時 を迎 え ます。釘 あ との残 るその聖 な

るみ手 を差 し伸 へ て、救 い王 はや さ し

く私 たちの手 に触 れ ｂれ るの てす。 も

し私 たちか その高 貴 なみ手 にか さわ し

くあるの なｂ。



七十人最高評議員会会員

ロ レ ン ・Ｃ ・ダ ン長 老 との 会 見

記者 ：キ ンボー ル大 管長 が十二使徒 会地 区代 表 に述 べ られ

た最近 の説教 （「聖徒 の道 」１９７４年 １１月号 ）の 中で、伝道

プ ログラム をさ らに拡 大す る必要 が ある ことを強調 してお

られた よ うですが 、現 在の伝道 の状 況 を一 言説明 していた

だけ ませ んで しょうか。

ダン長 老 ：現 在 、 １１１の伝道部 で約 １万 ８千人 の宣 教師 が

伝道 してい ます し、 またその数 もここ ２、 ３年 、増加 のイ頃

向 をた どって います。 キ ンボー ル大 管長 は、私 た ちが将 来

何 をなすべ きか とい うこ とにつ いて指 針 を与 えて下 さい ま

した。つ まり各伝道 地 で働 く宣教師 の数 を絶 えず増 や して

い くとい うことです。 また大管長 は、宣教師 の数 を増や す

とい うこ とで ５万 ５千 入 というチ ャレ ンジを与 え られ ま し

たが、 これ は資格 あ る若者 が各地域 で伝道 に召 され る よう

になれ ば、不可 能 な数 字 で はない と思 い ます。

記者 ：その こ とは世 界 中の いろいろ な伝道地 域 に住 む 入々

に何 か特別 の意味 を含 んで いる ようです が。

ダン長 老 ：教義 と聖 約の 中 に、 入々 は己 が国語 と己が言葉

にて福音 を聞 くで あろうとあ ります。 この こ とを実現 す る最

も効 果的 な方法 は各 々の国 で 自分 た ちの宣教 師 を賄 うこ と

です。つ ま り、サ モ ア人 を教 えるに はサ モア人 が、 メキ ジ

コ人 には メキ シ コ人が 、 日本人 には 日本 人が教 えれ ばいい

訳 です。 その国 に生 まれ、 よ く訓練 され た宣 教 師 ならば、

入 々は共通 の立場 に立 って考 え るこ とがで きます か ら、一

般 的 に以前 よ りも大 きな成 功 を収 め る ことがで きる と思 い

ます。

私 た ちの強調 す る点 は、母 国語 で福音 を教 え るこ との で

きる宣教 師 を増や して い くこ とです。

記 者 ：全世 界の聖徒 たちが よ り多 くこの伝道 の召 しにあず

かれ る ようにす るため に、何か行 なってい るこ とが あ りま

した らお話 し下 さ い。

ダ ン長 老 ：モデルケー ス と して、 まず メキ シコで着 手 した

の です が、 メキ シコ人の聖徒 の 中か ら年 に ４回 まとめ て宣

教 師 を召す とい うもの です。神権指 導者 には その時期 が通
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ロレン・Ｃ・ダン長老 との会見

知 され るこ とになってい ます 。 もちろん召 され た宣教 師 は

メキ ンコて伝道 します。 なせ な ら、共通 の文化 の 中て育 っ

て きてい る人々 に教 えるこ とか最 も自然た か らてす。 宣教

師 を申請 か あ り次 第、時期 に関係 な く召 す代 わ りに、 １年

に４回に分 けて召す ことによ って、各伝道 部長 は、 ソル ト

レー ク ・ンテ ィーの伝道 本部 て宣 教師 に配布 され た教材 を

十分 に使 ってオ リエ ンテー ンヨンを定期的 に行 な うこ とか

て きるわ けてす。

次 に この プ ロクラムに は もうひ とつ利点 か あ ります。 そ

れ は １年 の内 ４、 ５回、特 定 の時期 に宣教 師 か召 され るこ

とに より、宣教師 にな る予 定 の人 をその時 期 に合 わせ て準

備 させ る必要 かあ るこ とを地元 の神権 指導 者か悟 るよ うに

なる とい うこ とてす。 この プロ クラム か世 界の他 の地域 に

紹 介 され る 日も間近 い と思 います。

もちろん、私 た ちは絶 えす、地元 出身 の専 任宣教 師 を増

や してい くつ もりてす。伝 道事業 か停 滞 したひ とつの理 由

は、若 い青年 を伝 道 に出す こ とか急務 てあ るこ とを感、して

いな い地域 か あっ たか らてす。 しか し事態 は変 わ りつつ あ

ります。教 会の本部 に近 いあ る ステー キ部 て は、すへ ての

肉体 的 、精神 的 に欠陥 のない、ふ さわ しい少年 た ちに、若

い ときか ら貯 蓄 をし、伝道 に備 え るように励 ます のか神権

指導 者や家族 の 人々の責任 に なって きてい ます。 この伝 道

は教 会の すへ ての地域 て強調 され るへ きてす。

記者 ：ては、 自分 自身 て十分 に伝道 費用 を賄 えない人 々は

との ようにすへ きてすか。

ダン長 老 ：よ く計画 すれ は、伝 道費用 の全額 か またはその

大部分 を貯 め るこ とか て きます。個 人て最 善 の努 力 を し、

さ らに家族 や地元 の神権 指導 者か て きる限 りの援 助 を した

ところて 、不 足分 を補 うために教会 の伝道 資金 を使います。

従 って伝道 の費用 をすへ て支払 う とい うこ とは決 して しま

せ ん。 これは宣教帥 に可 能 な限 りの援助 か なされ た上 て最

後 に考 慮 され るへ きもの たか らてす。

現在 、専任 宣教師 と して働 けな い人 もた くさん います。

しか し、彼 らとて偉大 な貢献 をす るこ とか て きます。つ ま

り、 １カ月に３０時間 ない し４０時 間程 度 、 ステー キ部 や地 方

部 の宣教 帥 と して召 され、貴重 な貢 献 をす るたけて な く、

同時 に将 来の専任 宣教 師 としての奉 仕 の業 に備 えるこ とも

て き るのてす。
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記者 ：伝道 資金 を増 や し、伝 道精神 の高揚 を図 る上 で、 ワ

ー ド部や 支部 でで きるこ とが もっ とない もの で しょうか。

ダン長老 ：私 は地元 のユ ニ ッ トで もっ とで きると思 います。

そ して 、人 々がキ ンボール大管長 の勧 告 をよく理解すれば、

若 人 を よ り多 く伝道 に出す よ う奨励 す る はず です。大抵 の

所で は、宣教師 とはアメ リカ西部 か ら来 る人たちであって、

地 元の若 い聖 徒 た ちには余 り関係 が ない といった雰 囲気 が

あ り ます。会 員た ちはア メ リカや カナ ダか ら来 て言葉 もよ

．く話 せ ず
、文化 も十分 に理 解 で きない宣教 師 よ りも、自分

た ちの方 が もっと人 々 を援 助 で きるの だ とい うことをあ ま

り自覚 して いな いよ うです。地元 の聖 徒 たちは文化 習慣 を

よ く理解 してい ます し、言葉 も話 せ ます。私 た ちは、彼 ら

が将来 の宣教師 と して想像 してい る以上 に多 くの有利 な条

件 を備 えて い るということを認識 してもらいたいと思 います。

記者 宣教師 に なる義務 とい う点 につ いて はいかが で し ょ

うか。

ダ ン長老 ：この問題 に関 しては、 キ ンボー ル大管 長 が最 も

適格 な解 答 を出 して下 さってい る と思 い ます。 彼 はすべ て

の若 人 は伝 道 に行 くべ きか とい う質問 に対 して、 はっ き り

と肯定 の答 を出 してい ます。私 はすべ てのバ プテ スマ を受

けた若 い兄弟 が 、 またすべ ての神権 者 が、 キ ンボー ル大 管

長 が生 ける予 言者 であ り、 彼 こそ主 が私 たちに今何 を望 ん

でお られ るか を告 げ る人 であ る とい うこ とを心 に留 め るべ

きだ と思 い ます。福 音 を宣べ伝 えよ とい う戒 め は、聖典 の

中 に も教会 の他 の大 管長の教 えの 中に も数 多 く見 いだす こ

とがで きます。 しか し最 も新 しくか つ重 大 な勧 告 は現 在生

け る予 言者 が与 え るもの をおい て他 に あ りませ ん。

キ ンボール大管長 は何 らかの困難 の ため に伝 道 に も出れ

ず、 その資格 も得 られな い人 に も、他 の責任 が与 え られ、

教会 で奉仕 す る機会 に恵 まれ るはずだ と言 って い ます。

長 い間 、キ ンボール大管長 は１２歳以上 の若 者 に、 またそ

れ以下 の 人に も、伝道 にっ いそ考 え、計画 し、貯 蓄 をす る

よ うに勧 め て きま した。 もし私 たちが教会 の指 示通 りに適

切 に教 え、定 期的 に面 接 を行 なうな ら、若 い人 は、召 しが

あった と きに は もう資格 を十分 に備 え、伝道 に出 るこ とが

で きるよ うに なってい るはずです。

も し人 がバ プテ スマの誓約 の ときに、主 と、 あ るい は教

会 と交 わ した約 束 を、 また神権 を授 か った ときに共 に与 え

られた義 務 を十分 に理 解す るならば、主 に仕 え、世 の 中 を

堅 固に し、人 々に幸福 と喜 び を もた らす ため に自分 の で き

る最 良の ことは、宣教 師 と して奉仕 す るこ とだ とい うこ と

が わか る と思 うの です。

今 日、世 の中 には、社会 問題の解決 に奉仕 したい と望 ん

でい る若者 が大勢 い ます。 まあ、 その こ と自体 はい いこ と

です し、若 い 人々が参加 で きる奉仕 活動やー博愛主義 的 な組

織 も多々 あ ります 。 しか し若 人 は暗闇の 中 をさ迷 って い る

人々 に救 いにつ いて、つ ま り現 実 に生 きた もう神 のみ前 に

帰 るため に何 が必要 か につ いて 自分 で も教 え るこ とがで き

るのだ とい うこ とを覚 った とき、 自分 が最 も貢献 で きるの

は この仕事 をおいて他 にない こ とに気づ くあで す。

宣 教師 の働 きが人 を福音 の光 の も とへ導 くな らば、 それ

は永遠 に亘 る もの とな りますが 、反対 に、世 の 中の社会運

動 は余 り継 続す るもの では あ りませ ん。 あ なたがあ る人に

イエ ス ・キ リス トの福音 を説 き、改宗 に導 いた ときは、あ

なた はその人 の人生 を変 えたこ とにな ります。 またあなた

は昇栄 の希望 を与 えただけで はあ りませ ん。 もしその 人が

福 音 に生 きるな らば、あ なたはその人 を良 き市 民 に成長 さ

せ た こ．とにな ります し、 また様 々 な面 でその 人 を向上 させ

た とい うこ とに もなるわ けです。

記者 では最後に、姉妹宣教師はもっと必要だとお思いですか。

ダ ン長老 ：ふ さわ しい姉妹 宣教師 はあ る程 度必要 です が、

そんなに 多 くというわけ ではあ りませ ん。 多分 、結婚 の予

定 の あ る姉 妹 は結婚 す るよ うに勧 め るべ きです 。 なぜ な ら
ノ

若 い女性 には、男性 が持 ってい るよ うな伝 道 の責 任 がない

か らです。伝道 は神権 者の務 めで あ り、神 権者 が その務 め

を果 たす とい うこ とに重点 が置 かれ るべ きです。

若 人は 、中学校 に入 る年齢 に達 した ら１伝道 に出 るため

の霊的 、経済 的 な準備 とい うことに関心 を抱 くよ うに しな

けれ ば な りませ ん。 そ してふ さわ しく、 また情 緒的 に も肉

体的 に も伝道 の厳 しさに耐 え られ る ようで あれば、必 ず伝

道 に出 るべ きです。以上 の こ とか ら、肉体 的 、精 神的 に欠

陥 の ない、ふ さわ しい青年 は、地 元 の神権 指導 者の推薦 と

教会 の大管長 を通 して行 なわれ る主 の召 しがあ り次 第、喜

んで伝 道 の業 に奉仕 しなければ な らないの です。

５５
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福音 を分 ち合 うか

オ レ ゴ ン伝 道 部 長

ア ー ネ ス ト ・エバ ー ハ ー ド

「すべての教会員は宣教師である
。」私

たちはこの言葉 を何回 とな く耳 にして き

ました。

デ ビッ ド・０ ・マ ッケイ大管長はかつ

て、教会員 は毎年少な くともひとりの人

を教会 に連れて来 るべ き．であると強調 さ

れ ました。 それ以来、教 会員の多くは隣

人への伝道 について考 えてきました。 し

か し実際には何 も行 なわれていないので

す。恐 らく 「どの ようにしたらよいかわ

からなかった」か らではないでしょうか。

しか し 「その方法 を知 る」のは何 もむ

ずか しいことではありませ ん。ご く簡単

な普通の方法で福音 を分ち合 うことがで

き．るの です。何度か実際に行なってみれ

ば自分 にもできるという自信が持てるよ

うにな り、主が託 された宣教師 という任

務 に従 うことができるのです。

よく考え、信仰 を持 って以下の ステッ

プを実践すれば、皆さんの友人は福音 に

耳 を傾 ける準備 ができるで しょう。この

伝道の仕事 を家族 ぐるみで行なってみて

はどうでしょうか。

一般的な心得

Ａ．各ステップを計画する。 もちろん伝道

の機会は計画通 り｝とや って来るもの で

はあ りませんが、どの ようなステップ

を踏 んで行 なってい くか とい うことに

ついては、あらかじめ計画 を立 て、で

きれば練 習を積 んでお くべ きです。次

の案 は必要 に応 じて順序 を変更するこ

とができます。友人の態度や求めてい

るものに よって変化 を持 たせ、追加 し

たり削除 したりします。

Ｂ．２家族以上で伝道する。本当に福音 を

聴 く準備ので きた人を見つけるまでは、

数家族あ るいは数入、それも一度に ２

家族以上 かふた り以上で働 きかけるこ

５６

と で す 。

Ｃ．目標 とす る日時 を定める。少な くとも

毎週 １回はその家族 と接する機会 を持

つように し、各ステップを成就 してい

く上で目標 とす る日時を具体的に決め

ます。適当 と思われ る日時を自分で決

めて下 さい。

Ｄ．宣教師に紹介する。福音 を聴 く用意の

で きた人を見つけたときは、教 える宣

教師の割当てができるようホーム ・テ

ィーチャーに連絡 します。以下 のステ

ップは便宜上 いくつかの項 目に分 けて

あ りますが、実際 には省略する部分 も

あるで しょうし、無論 このほかにも方

法 があるで しょう。

概 略 ：

１。家 族 の選 択 。

２親 し く な る こ と。

３．家 族 を あ な た の 家 に招 待 す る。

４．一 緒 に 外 出 す る。

５．自分 が 末 日聖 徒 で あ る こ と を知 ら せ

る。

６．教 会 関 係 の 書 物 を贈 る 。

７。家 庭 の 夕 べ に招 待 す る 。

８．初 等 協 会 、 ア ロ ン神 権 や 若 い女 性 の

活 動 、 扶 助 協 会 に 誘 う 。

９．教 会 の 活 動 に誘 う 。

１０．教 会 の集 会 に誘 う。

１１．証 を述 べ る。 ．

１２．「黄 金 の 質 問 」 をす る。

１３．宣 教 師 に あ な た の 家 で求 道 者 を教 え

て くれ る よ う要 請 す る 。

し

／

／

、「 ．＼

＼
多．

ステップ １ ：祈 りの気持をもって

家族 を選ぶ

の

Ａ．次 の質問を自分 に問 うてみて下さい 。

あなたは教会員でない人をだれか

．ｉＩ

／。

７
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知 っていますか ；

教会について尋ね られたことはありま

せんか。

教会や教会員 を尊敢 している人はいま

せんか。

だれか近代の宗教に関心 を示 した人は

！《
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親 し くな る こ と。

いませんか。

この混乱 した世の中での家族生活につ

いて関心 を示 した人はいませんか。青

少年 向けのプ ログラムを求めている家

族はいませんか。

あなたが教会の標準 を守 っているとい

うこ とで、あなたに親 しい人はいませ

んか。

系図に興味を抱いている人はいませんか。

最近家族 に不幸があり、私たちが確信 し

ている救 いの計画についての知識 を喜

んで受け入れられそうな人はいませんか。

結婚 して 日が浅 く、私たちの教会で言

う家族 の絆 につ いての教 えを知 る必要

のある家族 はいませ んか。

子供の誕生で、家庭生活に指針 を必要

としている家族 はあ りませんか。

だれかタバナクル聖歌隊のコーラスを

聞いたことのあ る人はいませんか。親

切 で誠実な人はいませんか。

転居 して来 たばかりで近所の人 と親 し

いつながりのない人はいませんか。

ソル トレー クシティー を訪 れたことの

ある人はいませ んか。

世 界博覧会でモルモ ンパ ビリオンに入

ったことのある人はいませ んか。

Ｂ．非 教 会 員 もあ な た の 友 で あ る 。 排 他 的

で あ っ て は い け ませ ん 。 「あ な た の 隣

り人 を愛 せ よ」 と は 、 す べ て の 人 を愛

しな さ い と い う こ と で す 。

Ｃ．心から友人にな りたいと思 うこと。あ

なたは自分が選 んだ家族や友 との交わ

りを心から望 まなければな りません。

ただ単に教会の責任が もうひとっ増 え

たと考えるのでな く、真の友情 を築 く

ため心から主の助 けを求め る必要があ

ります。

Ｄ．祈 り。具体的に名前のあがった家族や

人々についての導 き、助言 を求めて主

に祈 ります。

ステップ２ 親 しくな ること

Ａ．各人の名前 を覚 えること。人の名前 は

正 しく覚 えます。 これはその人の自尊

心 を高め る上 で大切 なことです。

Ｂ．快活であること。笑顔 を忘 れず に！隣ｉ

人が興味を持つような家庭にしましょう。

Ｃ．聞 き上手であること。あなたの隣人は

何 を考 えていますか。 自分のことはさ

てお き、隣人が関心 を抱 いていること

について話 しかけなさい。

Ｄ．関心事 につ いて話 し合 う。例えば職業、

家族 ぐるみの活動、子供の関心事、余

暇 の 過 ご し方 、 個 人 の 所 有 物 （例 ：家 、

．車 、ペ ッ ト、庭 園 、趣 味 等 ）に つ い て 知

る こ と で す 。 家 庭 に 人 っ て い る女 性 で

あ れ ば 、子 供 の こ と 、装 飾 、料 理 、裁 縫 、

勉 強 、 読 書 な ど家 庭 内 で の 関 心 ．事につ

い て話 し合 う こ とが で き る で し ょ う。

Ｅ．各 人 の た め に何 か をす る 。 そ の 人 が 引

越 しの 最 中 で あ れ ば手 伝 い を 申 し出 ま

す 。 ま た庭 の 手 入 れ を した り何 か植 え

て い た ら、 道 具 を貸 し て あ げ る こ とが

で き ます 。 こ の よ う に して 一 緒 に働 く

機 会 を作 る と、 そ の 人 の こ とが も っ と

よ く理 解 で き る で し ょ う。 何 か 援 助 を

必 要 と して い る御 夫 婦 が い た ら手 伝 っ

て あ げ て下 さ い 。 ま た しば ら く顔 を見

な い よ う な と き は 、病 気 で な い か 、 ま

た何 か 困 っ た こ とが な い か ど う か確 か

め て み ま し ょ う。 休 暇 で留 守 の 間 、家

を 見 て くれ る人 を捜 し て い るの か も知

れ ませ ん 。 そ の と き は 喜 ん で 見 て あ げ

る よ う に し ます 。 彼 らの 子 供 を連 れ て

どこ か に 出 か け た り、 ピ ク ニ ッ ク に行

っ た りす る こ と も で き る で し ょ う。

Ｆ．祈 り。 どの よ う に して 接 して い くか 、

ま た い か に して 彼 ら を知 っ た ら よ い か

にっ い て具 体 的 な 助 け を求 め 祈 る こ と。

ステップ３ ：家族をあなたの家に

招待 する

Ａ．招待する理由 を明 らかにす ること。あ

なたの家に招待す るはっき りとした理

由 を持 ち、それを相手に知 らせ ること

です。すでに 「時 々のおつ き合 い」 を

一層親 しい間柄 にしようという段階で

あれば、彼 らがあなたの家 を訪問 した

いと思 うような、何か興味 を引 くもの

で価値 あるものが必要になってきます。

幾つかイ列をあげると ；

「８月の夏休みの とき、家族 で旅行 し

ましたでしょう。その ときの写真がき

ょうやっとでき上がって来たんです よ。

お見せ したいと思 っているんですが、

今夜家 にい らっしゃいませ ん ？」

「うちの家内、今夜の ため に何か特別

料理 を作 っているみたいです よ。奥 さ

ん と一緒 にいらっしゃって下さい。」

「私たちの新 しい部屋がや っと完成 し

たんです。是非見ていただ きたいと思

うわ。」

「週末に隣 り同士でバーベ キューパー

テ ィーを開 くんです よ。土曜 日の夕方

５７
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５時 頃 お い で に な り ませ ん か 。」

Ｂ．書物 を贈 る。 「聖徒の道」や教会の ご

く基本的な内容について記した書物 は、

好奇心 をそそるかも知 れません。 しか

し質問されない限 り書物について説明

す る必要はあ りません。

Ｃ．祈 り。あなたは友入に喜ばれる招待 を

しようとしてい ます。 それをどの よう

にするかについて特別に祈 り求めること。

・・ ステップ ４ 一緒に外出する

Ａ．家族が興味 を抱 いている事柄 に焦 点を

合 わせ る。彼 らが したいと思っている

ことや彼 らが興味 を抱 きそうなこと、

特に彼．らがまだ経験 したこ とのないこ

とを行 な うようにします。 これは教会

活動 でなければということはなく、友好

を広め深め る機会 となればよいのです。

Ｂ．彼 らに提案 させ る。彼 らが行 き先 を決

め、一緒 に参 りましょ．うという誘 いが

あっ．たら、喜 んで招待 を受けます。そ

の場合 、もし場所や行事が適切でなけ

ればその ときは行 けません と断わ り、

代案 を提案 します。 ここであなたの標

準 について説 いてはな りませ ん。招待

したのは彼 らなのですから。臨機応変

に上手に行 ないます。

Ｃ．祈 り。 どん な 行 事 が ．よ い か 、．ま た どの

よ う．に して 誘 っ た ら よ い か に つ い て 祈

り求 め ま す 。

ステップ ５ ：自分が末 日聖徒 であ

ることを知 らせる

Ａ．教会の行事 に触れ る。近所の人から、「そ

れは何ですか」と尋ね られたら、す ぐ返

答できなけれ ばなりません。会話に登場

しそうな例 を幾つかあげてお きます。

「今夜はホーム ・ティーチングに行 く

んです。」

「うちの娘の科学 の先生 と夫 は同 じ長

老定員会のメ ンバーですって。」

「き．よう北海道で伝道 している甥か ら

手紙が来 ましてね。」

「このナプキン
、この子がプライマ リ

ーで作 ったんですよ
。」

この ような予備的 な会話によ り、 自分

が末 日聖徒 であることを明 らかにする

ことができます。 そこが このステップ

５８

で目標 とす る所です。

Ｂ．興味 を引 く．話 をする。だ．れかあなたの

先祖の中．に教会で興味ある経験 をし、

それが原因であなたが教会に導かれた

というようなｆ列があれば、それについ

て話すことがで きます。 （下記参照）

Ｃ．内容の深い問題 には触れないように。

光栄の三段階に関す る教え、あるいは

示現についての話 などの ような福音の

奥義 に関することや個人的 に得 た非’常

に霊的 な経験は、初期の段階にあるこ

の時点 では話 し合わない方が よいので

す。福音は簡潔です。混乱 させるよう

な方法 はどらないこと。

Ｄ．祈 り。 い つ 、 ど こ で 、 どの よ う に ．し て

こ の ス テ ップ を 踏 ん だ ら よ い の か 導 き

を求 め な さ い 。 胃

ステップ６ 教会に関する書物を

贈る

Ａ．教 会 の パ ン フ レ ッ ト を渡 す こ と を考 え

る 。 彼 らが 教 会 に 関 心 を示 し た と きは

教 会 を紹 介 す る パ ン フ．レ ッ ト、 例 え ば

「ジ ョ セ ブ ・ス ミス の 証 」
、 「ど の 教 会

が 正 し い か 」、 「世 界 の 教 会 」 な ど を あ

げ て も よ い で し ょ う。

Ｂ．「知 恵 の 言 葉 」の パ ンフ レ ッ トを あ げ る 。

友 人 が タ バ コ や ア ル コ ー ル を や め た い

とい う こ と を口 に し た り、そ の 習 慣 を守

ρ て い る あ な た ｇ）標 ．準 に 興 味 を示 し た

ら 、「知 恵 の 言 葉 」の よ う な関 係 の あ るパ

ン ７ レ ッ トを あ げ る と よ い で し ょ う。

Ｃ．選択は思慮牙別 を用 いて。書物やパン

フ レッ トをあげる場合は、あなだが読

んだ ものの中でその家族 にとって一番

助 けとなると思われるもの をあげるこ

とです。写真や絵の入った書物の方が

初めての人に とってはわか りやすいで

しょう。

Ｄ．祈 り。 どのような書物 をプ レゼ ン トし、

どの よ．うにして読むこ とに興味を起こ

させたらよいかを決定す るため、主に

助 けを求めます。

ステップ７ 家庭の タベに招待 する

Ａ．堅固な家庭の様子 を紹介す る。証の次

に訴 えかけるものは堅 く結ばれた家族

関係 です。ほ と４ どの人が家庭内での

問題の解決に役立つ ものを必要 とじて

いるか らです。教会の方法 を紹介 して

あげましょう。 （教会で教 えられてい

ることだとは言わずに進め ること。）例

えば父親はいかに家庭 を管理す るか、

家族の一人一人がどんなに大切か、ま

た家族の一致によってどんなに家庭 内が

和やかにな り愛 と理解が生 まれ るか、

などについて示 してあげるのです。

Ｂ。よく計画 したプログラムのもとに家庭 の

夕べ を準備する。月曜 日以外の夕べに

友好 を深め るための家庭の夕べを開 く

計画を立てます。月曜 日の夜 はあなた自

身の家族の ためにあけておかねばなりま

せん。あなたの家族一人一人が よく参加

できるような計画 を立 て、招待 した家族

も当惑 しない程度 においてで きるだけ

プログラムに参加で きるようにします。

Ｃ．思いや りある態度 で臨むこと。 もし幼

児が一緒の場合は、その ことを踏 まえ

てプログラムを計画 し、時間 を調整 し

ます。

Ｄ．家族について話 して もらう。家族の計

画や今 までの経験、生活な どにっ いて

話 して もらいます。

Ｅ．教会 に関する質問は避ける。通常、教

会に関する質問は非教会員 にとってふ

さわ しい ものではあ りません。．その代

り、招待 した家族 あるいは若 入に必要

で価値のある、健全で基本的 な原則 を

レッスンした り話 し合ったりす るとよ

いで しょう。

Ｆ．覚 えの書 を紹介する。あなたの子供の

覚 えの書 を開 き、それについて話 し合

うことができます。これは大概 、招待

した家族の興味を引 き、あなたの家族 ．

の経歴や関心事 に心 を奪われて しまう

で しょう。 ・

Ｇ．祈 り。ど．のようにして招待すればよい

か、またどの ようにすれば家庭の夕べ

を活気あ るものにできるか、霊感 と助

けを求めて祈 ります。

ス テ ッ プ ８ ：初 等協 会 、 ア ロン神 権 と

若 い 女性 の 活動 、 セ ミナ リー、 イ ン

ス テ ィチ ュ ー ト、扶 助協 会 に誘 う



Ａ．教会全体のプログラムを考慮する。教

会には親が子 を教育 し、家族の絆 を強

め ることのできる完全なプログラムが

あります。これを非教会員の家族 に役

立てて下 さい。

扶助協会は女性のためにあり、中で

も教養 、ホームメーキング、社会の ク

ラスが良 いと思います。 しか し彼 らが

扶助協会 において話 し合われる原則 を

まだ理解 していなければ、霊的生活に

は誘わな．いよう気をつけて下 さい。そ

れぞれの姉妹 はで きるだけ多 く友人 を

扶助協会 に連れて来 るようにすべ きで

す。

アロン神権 と．若い女性やメルケゼデ

ク神権Ｍ ＩＡは、１２歳以上の全独身者

のために設 けられています。これらの ．

集会ではスカウティング、ダ ンス、 ド

ラマ、スピーチ、青少年 男女の ための

完全な奉仕 プログラムが組 まれていま

す。子供がＭ ＩＡに出席 していれば、

友だちを集会 に誘 って来 るように言 っ

てみ ましょう。

高校生、大学生の年代に相当す る人

々の ためにはセ ミナ リー とインステ ィ

チュー トがあ り、福音を教 えるす ぐれ

た場 となっています。非教会員の友人

を、これらの特別プログラムに誘 ってみ

るよう、子供 に勧めてみましょう。

初等協会 は３歳から１２歳 までの子供

なちのためにあ ります。子供 たちはこ

こでイエ ス御 自身のことについて、ま

たイエスの愛について学ぶ と同時に訓

練 を受 け、躾 られ ます。子供 たちに友

だちを初等協会．に誘 うように言 って下

さい。

Ｂ．祈 り。非教会員の家族が教会の補助組

織 に関心 を持つ ようにす るにはどうす

ればよいか、また彼 らが教会に集 う道

を主が開いて下 さるよう祈 ります㌔

ステップ ９：教会の活動 に誘 う

△ 彼 らの関心事につい．て考慮する。 ドラ

マ、音楽、スポーツなどの活動は特に

馴 じみやすい教会行事 と言 えます。 こ

のような活動に行 ってみる気持がある

か どうか家族 に尋ねてごらんなさい。

Ｂ．扶助協会の活動や特別なホームメーキ

ングの集会 に誘 う。 これ らの活動 は新

しい友人を得た り、一新 たな関心 を見出
静

す ものです。

Ｃ．ファイアサイ ドを開 く。ファイアサイ

ドは友 人を招待す る非常 に良い機会 で

すが、事前 に、福音の奥義 に触れ るよ

うな話合いや 「福音についての討論」
．が行 なわれない ことを確 かめてお くべ

きです。前 もって調整 できるだけの時 ’

間 を与えるならば、ファイアサイ ド委

員会が喜 んで非教会員の招待者に最適

な集会 を企画 して くれるで しょう。

Ｄ．祈 り。 どの ような行事が友人に強い印

象 を与 え、霊感 をもたらすかを知 るた

め導 きを求めること。

ステップ１０：教会の集会に誘 う

Ａ．よく考 えて招 く集会 を選ぶ。集会は教

会 についての話合い を含んだ霊的な も

のであるべきです。日曜学校 、聖餐会、

バプデスマ会、神権者管理 の集会が よい

でしょう，Ｑ非教会貝 をどのように集会 に

誘 うかは、次の例 を参考 に して下さい。

１．「あなたはもう末 日聖徒 をよ く御

存知 です し、教会の書物 もた くさ

ん読んでい らっしゃいます。それ

で教会の定例集会に是非御一緒 し

たい と思い ますが、御家族お揃 い

でお出かけにな りませんか。」

２．「私たちの教会 で大切なことは主

か ら啓示 と戒めを受 けていること

です。そのひとつ に聖餐会に出席

す ることがありますけど、どの よ

うな ものか出席 して御’覧にな りま

せんか。」

Ｂ．何 を期待 されているかを彼 らに気づ か

せる。「私 たちの聖餐式を御覧になって

珍 しさをお感 じになると思いますが、き

っと心に安 らぎを覚 えられると思います。」

「今度
、 『モルモンとは』 （オープ

ンハ ウス）というすばらしいプログラ

ムがあるのですよ。スライドや映画、そ

の他 いろいろな手段 を用 いて教会の全

プ ログラムを紹介す るのです。」（オー

プンハ ウスは、教会貝が伝道す る際一

番助 けになる方法です。）

Ｃ，祈 り。 接 触 す る た び に前 もっ て祈 り を

捧 げ る こ と。

ステ ップ１１：証 を述べ る

Ａ．最後 に証 を述べる。あなたはこれまで

自分の証 を述べ るために努 力を重ねて

き ま した 。 恐 れ る こ と は あ り ませ ん。

証 を 述 べ る の は む ず か しい こ と で は な

い の で す 。 こ こ に 至 る ま で に は 、 彼 ら

は あ な た 方 の 気 持 を是 非 と も聴 き た い

と思 う よ う に な る で し ょ う。 勇 気 を持

っ て 下 さ い 。

次 に 幾 つ か 例 を あ げ て お き ま す 。

１． 「私 た ち は今 ま で 福 音 に っ い て い

ろい ろ話 し合 っ て き ま し た けれ ど、

私 が 福 音 を どの よ う に感 じて い る

の か お 話 し た こ とは あ りま せ ん で

し た ね 。 あ な た に もお 知 り に な っ

て い た だ き た いと思 い ます が … ・・」

２． 「祈 る こ と は す ば ら しい こ とで す 。

主 は 確 か に祈 りに答 え て下 さい ます。

真 理 を知 り た くて 勉 強 し、祈 っ た

と き に 、私 の 祈 りは 答 え ら れ た の

で す ・・？… 。」

３． 「高 田 君 、 僕 た ち は親 友 同 士 だ 。

そ れ で 君 に 私 の 一 番 大 切 に して い

る もの を分 け て あ げ た い の だ が 。」

Ｂ．あくまで も簡潔 に。証 は簡潔に述べ る

ことです。非常 に霊的 な経験や啓示 に

は触 れないように。 そういった経験 は

あなただけの ものに しておきましょう。

そうしないと福音 を学び始めたばか り

の感 じ．やすい心 をいたず らにか き乱す

だけです。

Ｃ祈 り。この時期 に何 よりも大切 なのは

祈 りです。主のみたまがあなた と共に

あって、彼 らの心 を動かせ るよう主の

助けを求めなさい。

ρ

家族 をあなたの家 に招待す る。

５９



一

ステップ１２ 「黄金の質問」をす る

Ａ．決 まった質問 とい うのは別 にあ りませ

ん。そこであなたの家族の準備 に応 じ

た質問 を選ばなければなりません。

簡単な例 をあげると；

１，「もし主 がこの地上 にもう一度主 の

真の教会 を回復 されたということ

がおわか りになれば、そのことを

勉強 してみたいと思われますか。」

２．「救 い主が この地上におられた間

に唯一の教会 をお建 てになったの

㍗ であれば、なぜ今 日この ようにた

くさんの異なった教会がある と思

いますか。主の教会は昔 も今 も同じ

で あるとは思われませんか。 また

なぜ私 たちがこの教会 を主の教会

だ と信 じているのか、お聞 きにな

りたいと思いませんか。」

３．「今 日、．この地上に生ける予言者

がいるとおわか りになれば、彼が

真の予言者か どうか確 かめてみた

いと思われ ますか。

４．「あなたはζれまで、私 たちの教

会でなぜモルモン経を使 っているの

か と不思議 に思 ったことはあ りま

せんか。」

Ｂ破 らが関心 を抱いているもの を．活用す

る。教会 に関す ることで彼 らの関心 を

呼ぶ系図、青少年 プログラム、福祉計

画などを取 り上げます。そしてその後、

教会のその他の ことについてもっと知

りたいか どうか尋ね ます。

Ｃ．もう一度機会 を待つこと。もし彼らが今、

教会 について勉強したくないようであれ

ばそのまま交際 を続け、少 しで も関心が

残っていれば次の教える機会を待 ちます。

Ｄ．祈 り。 あ な た の 家 族 を励 ま し て 、 も っ

と勉 強 した い と思 う よ う に さ せ る に は

ど う す れ ば よ い か に つ い て 答 え を捜 し

求 め る こ と。

最後のステップ ：宣教 師にあなた

の家で彼 らを教 えて くれ るよ

う要請 する

Ａ．彼 ら の 要 請 に応 え る 。 彼 ら が も っ と詳

し く知 り た い と言 った ら、次 の よ う に 言

い ま す 。「一一 日 に 家 に 教 会 の 若 者 に 来

て もら い ます か ら、そ の と き教 会 につ い

て お 話 合 い な さ っ て は い か が で す か 。」

６０

Ｂ．選択は彼 らに任せる。 「水曜 日と金曜

日のどちらが御都合がよろしい』ですか。」

Ｃ．落ち着いた気持にさせ、力づけてあげ

なさい。幸い、彼 らはあなたの家庭 に

親 しみ、あなたの家に行 けば霊的 な雰

囲気 を得 られることを知 っています。

と言 うことは、あなた自身で環境や活

．動 を管理で きるということです。そ う

すれば、彼 らは勉強 している問一層あ

なたの心遣 いに感謝 することでしょう。

ｎホーム ・ティーチャーに報告する。ホ

ーム ・ティーチャーに紹介することは

非常 に大切です。そうすれば彼 らは宣

教師 を調整 して くれ ます。

Ｅ．祈 り。あなたの家庭がみたまに満たさ

れ、彼 らが心 を動かす ような雰囲気 を

かもし出せ るよう祈 り求めなさい。

’ なぜ伝道す
るのか

この神権時代に主が伝道 に関 して与 え

られた戒めは非常 にはっきりしている。

１８３２年来、証 を持つ教会員 はすべて 「そ

の隣人を警 むる責任 あ り」 （教義 と聖約

８８：８１）と言われて きた。

その時以来、教会の大管長 は一貫 して

伝道の業 を推進 してきた。１９１２年 、大管

長会はステーキ部および伝道部の伝道活

動 をい々に相互調整す るかについて勧告

を出 してい’る。それは時宜に応 じて改訂

されてきたが原則に変わ りはない。

１．伝道の業を推進す る責任 は全教会貝

に課せ られ る。

２．ステーキ部お よびフルタイム宣教師

としてその任に召 され．た者は、教会

員が自らの伝道 という責任 を果たせ

るよう援助 しなければならない。

３．教会の全組織 およびプログラムは、

福音 を広めるため その持 てる力を最

大限活用すべ きである。

４．ホーム ・テ ィーチングは、教会員が

宣教師 および教会組織 を活用するこ

とが できるよう、その仲立ちとなるも

のである。

５．今や伝道はワｒ一ド部伝道 リーダーを

中心 としたワー ド部／支部中心の活 ．

動で あり、ワー ド部神権役員会およ

び ワー ド部評議会 を通 じて相互調整

され る。

ここで大切 なのは、これ らの指針 が伝

道 の業 を推進 させ る上 で役立 っていると

い うことである。なぜ なら、私 たちが福

音に対する証 を述べなければな らない理
も へ

由のひとつ として、私 たちの証の後に王

御 自身の証 が来 るからである。

「汝 らの証詞の後 より地震の証詞来 る

…… また雷 の声、電の声、．暴風雨の声…

…。」（教義 と聖約８８：８９，９０）

現在、約 １万 ８千人のフル タイム宣教

師 と数万にのぼるステーキ部宣教師が、

この証 を述べ るため並 々な らぬ努力 を重

ねているが、彼 らは教会員一人一人の援

助 を必要 としている。

この伝道の業を援助する という責任 に

加 えて、私 たち自身の永遠の喜び、光栄、

昇栄は私たちが人々の生活 に何 を１もたら

したかによって決め られるということを

考 えてみ ようではないか。神 は御 自分が

いかに人の価値 を重 んじてお られ るか を

気づかせて下さっている。 （教義 と聖約

１８：１０－１６参照）そこで主は私たちに、

唯一人の人たりとも救わば大 いな る喜 び

を得ん、と約束された。中には伝道すること

を重荷 だと見る人もいるが、反面この「責任」

は人に永遠の喜びをもたらすのである。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは言っている。

「もしあなたが入を高め るならば
、その

業その ものがあなたを高めるであろう。

この方法以外に人が正 しく永久に自らを

高める道 はないからである。」（Ｄｏｃｕｍｅｎ・

ｔａｒｙＨ五ｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅＣｈｕｒｃｈ 「教会歴史

記録」第５巻Ｐ３８５）

確かに、 もし私 たちが福音 を分 ち合 う

な らば、私たちには喜 びと一層の進歩が

もたらされるであろう。私 たちには生 き

とし生 けるすべての人に、またこの先 こ

の地上 に生まれ来 る人に福音 を分つ責任

がある。 この見地に立 ってそのことを考

えていただきたい。

「私 たちは前世 における大会議 の とき

全能者 とある協定 を結んだ。主 は自ら作

成 せる計画 を提案 され、私たちはそれ を

受 け入れた。その計画は全人類のための

ものであり、それゆえ私 たちは…… その

時 その場において単 に自分たち自身のた

め ばか りでなく、全人類の救 い手 とな る

ことに同意 したのである。私 たちは……

主 と共 に主の業 を推進する者 となった。

救いを与えることは主が自ら課せ られた

義務 であ り、この大いなる業 は栄光ある

ものである。同様 に、それは人の自ら課

せ る義務 であ り業 であ り、 また喜 びであ

り悲 しみ であ り、究極において人に大い．．

なる栄光 をもたらすものなのである。」（「シ

オ ン山の救い手」Ｐｌ６）



殉教 を証す る

少年

ゴ ール デ ン ・Ｒ ・ブキ ャナ ン

まだ ８歳 か ９歳 の頃 で したが、私 は

祖 父 が声 を震 わせ なが ら話 して くれ た

こ とを今 で も覚 えてい ます６

アーチ お じい さんは母 の揺 り椅子 に

もたれて、昼 食 を待 って いま した。す

る と不 意 に私 を呼 び寄 せて ひざの上 に

乗ぜ 、 こ う言 い ま した。「ゴールデ ン、

私 は もう年 じゃ。 あ ま り長 くない。 お

前 にぜ ひ とも話 して’お きた いこ とが あ

る。予 言者 が殺 され た とき、私 は ノー

ブー に いた とい うこ とを孫 たちに また

その孫 たちに も知 って もらいたい と思

ってなｄ

年老 い た祖父 は体 を震 わせ なが ら、

び っ く りす るほ ど強 く私 を抱 きしめ ま

した。私 はその とき初 め て、深 い怒 り

に満 ちた祖 父 の心 を知 った ように思 い

ました。老いの目は激 しい怒 りに燃 え、

や さ しい 口ご もりが ちな声 は、氷 の よ

うに冷 た く張 りつめ た声 にな りました。

「私 は
、愛 する予 言者 に手 を くだ し

たやつ らが憎 くて しよ うが なか ったｄ

、

ため息 をつ くと、祖 父の老 いた体 は

心 もち和 らぎま した。

「私 は
、カーセー ジか ら予言 者 たち

の亡 きが らが帰 って きた とき、 ち ょう

どその場 にいたの だ よ。血 まみれの死

体 も見た し、予 言者 た ちの奥 さんや近

所 の人 たちの嘆 き苦 しむ声 も聞 い た。

また泣 き じゃ くる彼 らの子供 たちを見

て、慰 め よう と努 めた。

私 は～予言者 の子供 たち とは知 り合

いで、 よ く行 き来 しては遊 んでい た も

の だ った。 それが今 、子供 たちは私 と

同様 、父 を失 って しま ったの じゃ。彼

らの父 親 は凶弾 に倒 れ て殉 教 し、私 の

父 は迫 害や憎悪 、追 い立 て にあ って命

を落 とした。 しか し、 父 とて ま ぎれ も

な く真理 の殉教者 だったの じゃ。

私 は、皆 が暴徒 の 目 を くらますため

に砂袋 を埋 め て墓 に見せ か け、別 の秘

密 の場所 に亡 きが らを葬 るの もこの 目

で見 たの じゃｄ

祖 父 は一 休 み して、 力を取 り戻す と、

また話 し出 しま した。 「ゴール デ ン、

よ く聞 いてお くれ。 それ とい うの も、

お前 にぜ ひ知 っておい てほ しいか ら話

すの じゃ。予言者 の体 がカーセ ー ジの

牢 獄の窓 か ら落 ち る と、暴徒 たちは予

言 者 をなぶ り物 に しよ うとして 、 どっ

と駆 け寄 った。 だが、神様 が この暴 力

をその ままに しておかれ るはず はなか

った。予 言者 と悪者 の問 に稲光 が走 っ

て、暴徒 たちは予 言者 に手 を触 れ るこ

ともで きなか ったのだ。 ゴールデンや、

この こと、 そ う、暴徒 た ちが予 言者 に

手 をかけ るこ とが で きなか った とい う

こ とを しっか り覚 えてお くの だ よ。悪

い人 は これ まで も追 っかけて きた し、

今 も追 ってい る。裁 きの 日まで跡 を追

って くるだ ろ う。 だが 、予 言者 に手 を

か け るこ とはで きんの じゃ司

話 し続 けて疲 れて きたのか 、祖 父の

声 はだんだん小 さ くな りま した。 そ し

て、 「私 もその 日に居 合せ た い ものだ」

と言 うと、 う とうと し始め ま した。 そ

して顔 に次第 に赤 味が さ してきました。

私 は祖父 が 目 を開 け た とき、 そこに こ

れ まで一度 も目に したこ との ない、明

る く輝 く目を見 ました。祖 父 は長 い腕

をまわ して私 を抱 き しめ る と、今度 は

しっか りと した声 で、 こ う言 いつ け ま

した。

「坊や
、お じいさんの方 を見て よ く

お聞 ぎ。 お じいさん はその場 にいて、

その様 子 を見て いた、 そ して予 言者 を

愛 していた とな。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは神 の予 言者 だっ

た。神様 は ジ ョセ ブ を通 して、 ご自分

の教会 を回復 なさ ったの だ。教 会 は決

して滅ぼ され るこ とは ない し、！この地

上 か ら取 り去 られ るこ ともない。なあ、

坊 や、私 が話 したこ とを忘 れない でお

くんだ よ。 お じいさん はその とき１４歳

だった。そして、 その場 に いた のだとなｄ

若者 ゴール デ ン ・Ｒ ・ブキ ャナ ン兄

弟 の祖 父 は名 前 をアーチ ボル ド ・ブキ

ャナ ン （１８３０－１９１５） と言 い、彼 の一

家 は１８３５年 イ リノイ州 リマ で教 会 に加

入。彼 は１８５２年 コ，タに行 き、エル ク ・

マ ウ ンテ ン ・イ ンデ ィア ン伝 道部 での

伝道 を終 え る。 その後 、 多年 にわ たっ

てユ テ ・イ ンデ ィア ンへの通訳 者 とし

てブ リガム ・ヤ ン グに仕 える。 ブ キャ

ナ ン兄弟 は、第 １セ ビヤー ステー キ部

の高等評議員 で あった。

ゴ ー ル デ ン ・ブ キ ャ ナ ン兄 弟 は 、 ソ ル

諮 レー ク神 殿 で 結 び 固 め の 儀 式 の 補 佐 を

し て い る。 ソ ル トレー ク ・ビ ッ グ コ ッ ト

ン ウ ッ ドス テ ー キ・部 ビ ッ グ コ ッ トン ウ ッ

ド第 １２ワ ー ド部 に属 して い る。 ．
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予言者と伝道
噛

ジ ョ セ ブ ・ス ミス

儲難

ビー バ ー ・Ｊ・グラン ト

ブ リガム ・ヤ ング ジ ョ ン ・テ イ ラ ー

貌 ス２ １ ．ス ミス デビ・ ド… マ ・ケイ

ウ イ ル フ オ ー ド ・

ウ ツ ドラ フ
ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー ジ ョセ ス ・Ｆ ・ス ミス

ジ ョセ ブ ・ ハ ロ ル ド ・Ｂ ・リ ー

フ ィー ル ディン グ ・ス ミス

ド ド

纂 嗜「’
｝

．駕 ；

離溜

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・

キ ン ボ ー ル

御 父 と御子 が少年予 言者 に現 わ れた ときか ら現在 まで、

この教 会 は伝 道の教 会 であ った。地上 の どの組織 も、全 人

類 に イエ ス ・キ リス トの福 音 を伝 え る責任 を持 っては いな

い。予 言者 ジ ョセブは 、 「万事 を言 い尽 くした後 、最 も重

要 な責 任 とは福音 を説 くことであ る」 と言 明 した。 （Ｔｅａ－

ｃｈｉｎｇｓ ｏｆｔｈｅ Ｐｒｏｐｈｅｔ Ｊｏｓｅｐｈ Ｓｍｉｔｈ 「予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスの教 え」 Ｐ１１３）

歴代 の大管 長 は皆 、伝道 に熱心 であ った。次 に掲 げ る話

は、教会 の大 管長 となった人が いかに して宣教師 と出合 い、

改宗 に導 かれ たか、 あるいは予言者 た ちが どの よ うな伝 道

経験 を したか の紹 介で あ る。

ジ ョセ フ ・ス ミス

ジ ョセブ ・ス ミスは、 この神権時代 に教 会の管理 者 とし

６２

て全時 間 を伝道 活動 のため に棒 げ た唯… の予言者 であ る。

教会 が回復 され た初期 、 まだ幼 な い教会 がめ ざ ま しい発展

を始 めた頃 、 ジ ョセブは さ まざ まな折 りを とらえて伝道 の

使 命 を果 た した。

教会歴 史部記 録保 管庫 の秘蔵物 の ひ とつ に、す り切 れ た

皮の 日記 帳 があ る。 そ こには１４ペー ジにわ たって、第一副

管長 の シ ドニー ・リグ ドン と西 ニュ ー ヨー ク出身の改宗 者

フ リーマ ン ・ニ ッカー ソンを伴 な いカナ ダに向 か った、１８

３３年後半 の ジ ョセ ブ ・ス ミスの伝 道旅行 の記載 が ある。 ジ

ョセ ブはほ ぼ毎 日 日記 をつ け、彼 自身の筆 に よるもの と口

述 を書 き取 らせ た もの とが半 々であ る。 日記 には伝 道 の成

功 が詳細 にわた って記録 され てい る と同時 に、 自分 の仕事

は真実 であ る という確信 や希 望や苦 労 、 さらに愛 す る人た

ちへ の気 づ かい、落胆 や成功 、主 への深 い信 頼 が記 されて

いる。



１０月 ５日、 ３入はニ ッカー ソン兄弟 が用 意．し．た荷 馬車 で．、

東部 へ向 け カー トラ ン ドを出立 した。 ６日後 〉．．．ジ ゴセブは

「気分 は快適 だ。 主 が共 にお られ る。 だが家族 ”）こ とが非 ．ゴ

常 に気 がか ．りだ」 と書 いて いる、 （日記 〔英文 ｝．ｐ，７ ） そ

．の晩 、彼 は啓示 （教．義 と聖約 １００） を受 け た。 その 中で、、

主 ．は ジ ョセ ブ とシ ドニー に両 方 の家族 は元気 で主 の．み手の
　　ロ

内 にあ．ると言い・行 く先の鱒 地 では多 くの人が榔 の証 ．

壷待っていると告 げられなｇ．「∵…汝の旅 をづずけて心 を ．．

榔 すべ レ・というのが 働 の受 けた指示飾 ・祉 ．．．
３人 はカナダ に向 か う途 中 も多 くの機会 をと らえて民衆

に．福 音 を．説 い た。 が っか りす るこ とは と きた 津あ．つて 蘇 ．

彼 らの説教 はだ いた い皆成功 を収 めた６ ジョヤ．ラは．こう．記 ．．

して いる。 「主 はあ る聖 徒 た ちにす ばち しヤ・やオ）．方 で み．た

まを．与 え られ た。 それ をアブ ラハ ムの神 に感 謝 して いる』

主 は家族 を祝 福 し、守 って下 さ るｄ

１０月２７．日は改宗 活動 の圧巻 とも言 うべ きす ば ら しい安息

日で あ った。 ジ ョセ ブ とシ ドニーは まず 「マ ウ ン ト・プ リ

ザ ン トの大会衆 に説 いたが」．、 ジ ョセブ．の言葉 に よれ ば、

「その後 私 は１２人 にバプ テスマ を施 したｄ ニ ッカー ソ ン兄

弟の 息子 、 モー ジス とエ レイザー もその中 にいた。 ジョセ

ブはさ らに記 してい る。 「その外の 人 も深 い印 象 を受 け て

また集 会 を開い てほ しい と望 んだの で、翌 日に その約 束 を

した。２８日、月曜 日 夜私 た ちはパ ンを裂 き、 もうふ た

りにバプ テスマ を施 した後 、手 を按 いて確 認 の聖霊 の賜 を

授けた。 ある者たちにみたぎの偉力が発揮 され、他の者１ピ

は平安 が与 え られた。神 が この地 にみ業 を進 め られ 、あら

ゆ る人 が神 ．を知 らん こ と．を。アー メ ンｄ ．（日記 ．〔英文 〕 Ｒ

１６）

「２９日
、火曜 日 午前 １０時 に説教 を した後 ふた りにバ

プ テスマ を授 け、水辺 で確 認 を した。昨晩 はＥ．・Ｆ ・ニ ッ

カ’一 ソ ンを長老 に聖 任 したが 、姉妹 たちの ひ とＦγが異言 の

賜 を受 け、聖徒 たちはそれ をこ との ほか喜 ん規 神が御子

のた め 、彼 らの問 に賜 を増 し加 えち れん こ とをｄ （日記

〔英文 〕 Ｐ１７）

伝道 の使命 を達 成 した彼 らは、す ぐに カー トラ ン ドに向

か った。 １カ月留守 に したため カー トラ ン ドでの仕事 が彼

ら を待 ってい たか らで ある。彼 らは秋 の 日 をまる ５日かか

って カー トラン ドに到 着 した。 ジョセブ は伝道 日記 に最 後
ら

の記録 を残 してい る。 「家族 は主の約 束通 り、皆元 気で い

た。 そめ祝福 を、主 の聖 な るみ名 に感謝 す るアー メ ンｄ

※ ジ ョセ ブ ・ ス ミ ス Ｄｉａｒｙ 「日 記 」

１８３２－ １８３４年 Ｒ ５ － １８ （自筆 ）、ユ タ 州 ソ ル ト ヒー ク

シ テ ィ ー Ｌ Ｄ Ｓ教 会 記 録 保 管 庫 ジ ョセ ブ ・ス ミ ス

コ レ ク シ ョ ン 。 カ ナ ダ 伝 道 に 関 し て 同 じ記 述 が 後 に

ジ 当 セ ブ ・ス，ミ ス Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ ｔｈｅ ｃｈｕｒｃｈ 「教

会歴 史」 第 １巻 Ｐ ４１６－２３に記録 され．て い る。 この

記事 に関 して は、おお 斡ね．「教会歴 史」．に準 じた。

ブ リガム ・ヤング

ブ．りガム ・ヤ ン グは、橿 音 を聞 いた１８５０年 か ら１８３７年 ま．

で、福音 の ため に、広 い地域 をほ と．ん ど徒 歩 で旅 して まわ
．
った。

１８３９年 ９月にブ リガム ・ヤ ン．グ とヒーバー ・Ｃ ・キ ンボ

．一 ルは モ ン トロー ズ．を．．発 ち、．．英 国伝 道 に向か っ た。．オハ イ
　

オ州 カー トラ ン ド．に着 いた とき、．キ ンボー ル長 老 は こう記

録 して いる。．

「ブ リガム．兄弟 は １ヨー クシャー シ リング （１２．５セ ン．ト

にあた．る） を持 ってお り、今 までの 出費 をざ っ とみてみ る

と、プ リ．ザ ン ト・ガー デ ンで旅 行経 費の全額 が１３ドル５０セ

ン トだ った とい うの に８７ドル以上 も使 っていた こ．とがわ か

った。 ４００マ イル余 り駅 馬車 に乗 って、 １マ イルにつ き ８

セ ン トか ら１０セ ン トを払 い、 日に ３度食事 を してその費用

が １回 に５０セ ン トで 、．宿 に も５０セ ン トを払 った勘 定 だ．。 ブ

リガム兄 弟 は私 が内緒 で財布 を持．つて いて、 ときどき自分

の トラ ンクや服 に お金 をは さんで くれ るのだろ うと思 って

い たあ だが、．そ．うではない。 お金 は天使 が トラ ンクに入れ

て下 さ ったに違 い ない。私 たちに いる もの を知 った天使 が、

日ご との必要 を恵 まれ たの だ。 （レオ ン ・Ｒ ・パー ．トシ ョ

ー ン Ｃｌａｓｓｉｃ Ｓｔｏｒｉｅｓ ｆｒｏｍ ｔｈｅ Ｌｉｖｅｓ ｏｆＯｕｒＰｒｏＰ－

ｈｅｔｓ 「歴代 予言 者物語 」〔英文 〕Ｐ４７＞

ジ ョン ・テ イ ラー

第 ３代大管長 ジョン ・テ．イ ラー は、大 いな る信仰 と確 信

の持 ち主 であ った。 ある とき．、 ウイル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ

フ と合流 して英国伝 道 に行 く予定 でニ ュニ ヨー クへ 向か っ

たが、 プラ ッ ト長 老の家 に着 いた ときにはた った １セ ≧．ト

しか手元 に残 ってお らず、英国へ の船 賃 は まだ未払 い だっ

た。 とこ ろが 、テ イラー長 老 はお金 は足 りて い ますか と聞

かれ て、た っぷ りあ ります と返事 しため で ある。
ミ　ピ

それ を聞 いたプ ラ ッ ト長 老 はテ．イラー長 老の ところへ来

て、 自分 の書物 の出版 を幾 らか援助 してい ただけ ないか と

尋 ね た。 プ ラ ッ ト長老 が テイラー長 老 の 「た．っぷ りあ る」

と言 う言 葉の意 味 がわか ったのは その ときだった。．

テイ ラー長 老 は言 った。 「衣 服 は足 りて い ます。 あな た

の おかげ でた らふ く飲 み食 い し１立派 な宿 も借 りました。

それだけ あ って、 １ペニー が残 ってい る し、 １文の借 りも

ない し、 た っぷ りじゃあ りませ んかｑ」

伝 道 に出発す る段 にな って、 テイ ラー長老 は長老 た ちか

％ の．お金 を受 け とらず 、 自分 の代 わ りにプラ ッ ト長老 にあ

６３
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